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＜表紙注釈＞ 

・ 「中郷のみんな ガンバレ オー!！」は、平成２１年度中郷地区大運動会で地域
募集して採択された石谷 強さん（小学２年生・絹見）のスローガンです。 

・ 写真「中郷平野を望む」は、平成１８年度夏休みこどもクラブ「デジカメ＆パソ
コンクラブ」の参加小学生が、気高広域農道（鳴滝）から中郷小学校（平成１９
年３月閉校）を中心にして、中郷平野全体にレンズを向けて撮影したものです。 



中郷地区中郷地区まちづくり計画 
 

１ はじめに 
 

 中郷地区は、鳥取市の最西端で湯梨浜町との境界に位置し、旧中郷小学校校歌

の歌詞にあるように因幡伯耆のさ中になります。 

 中郷の由来は、中郷小学校閉校記念誌（平成１９年３月２０日発行）によれば、明治２

２年町村制の実施により、それまで勝部中ノ郷と称された地域を中心にして中ノ郷村

（ナカノゴウソン）が誕生し（人口１，１３１人・青谷町誌による）、明治末期に中郷村（チュ

ウゴウソン）と称されるようになったと記されています。 

 そして、昭和２８年旧青谷町外３ヶ村の合併に伴い中郷小学校が位置する中郷地区

として、その後平成１９年３月小学校閉校に伴い子どもの元気な声を失った中郷地区と

して今日に至っています。 

 そうした変遷の中で、平成に入ってバブルが崩壊した日本経済は低迷が続き、国、

地方財政は逼迫していきました。そして、全国で地方分権や自主自立などが叫ばれ、

鳥取市においても、自治基本条例が制定され協働のまちづくりが進められています。 

 このような現状を踏まえ、中郷地区におきましても行政の指導と皆さんのご尽力により、

昨年「中郷地区まちづくり協議会」が設立されたところであります。そしてこの度、まち

づくりの方向を定めるため、中郷地区まちづくり計画の作成に取り組みました。 
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２ 地区の現状認識と課題 

 

青谷町誌（昭和５９年７月２５日発行）によれば、昭和２７年世帯数２５４

世帯、人口１，４５７人とあり、その後高度経済成長、食生活の欧米化などに

よる産業構造の変化で労働力が都市に集中し地区の人口は減少してきました。 

 しかし、その後昭和５１年度から始まった町営住宅の建設、分譲宅地造成に

より、平成２１年２月２８日現在の住民登録数は、世帯数４６４世帯、人口１，

４４６人と数字の上では復活しましたが、部落間の戸数の格差（１０～１３０

戸）、部落間の高齢化率の格差（１１～４５％）が大きく、特に全世帯の約４５％

を占める市営住宅団地、分譲住宅団地と他の部落とでそれらの格差は二分され

ており、それらの格差は広域にわたって点在する部落の状況とあいまって地域

活動の妨げとなっています。※添付資料２（P１８）参照 

 また、地域の産業は青谷町誌によれば昭和２７年時点の状況は２５４世帯の

中で商業６、農業２３２、その他１６とあり、地区民の生活は地域に密着して

おり、小学校の生徒数も１９４名と記されています。（平成２１年４月現在の中

郷地区児童数８５名） 

 しかし、昨今のその状況は、産業構造、生活様式が大きく変化し、昼間人口

は激減しています。 

  

そんな中で、「いつまでも元気な中郷」であり続けるために何をすればよいか。 

 本年５月に実施した地区民アンケートによれば  

※添付資料１（P１２～１７）参照 

 

ア 今後どのような地域活動が必要ですかという設問に対し 

  ○近所同士が助け合い、支え合う福祉のまち 

  ○子どもから高齢者まで世代を超えた交流活動 

   ○地域の核として、小学校跡地の整備 

などの意見が多い。 

 

イ 中郷地区の良いところはどこだと思いますかという設問には 

  ○緑、河川などの自然が豊かで空気がきれいである 

が群を抜き、次に 

○部落公民館、地区公民館、体育館、グラウンドが整っている 

が続いている。 
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ウ 将来の中郷地区はどんなまちを目指すべきかの設問に対しては 

  ○豊かな自然を大切にするまち 

   ○人にやさしい思いやり豊かな福祉のまち 

   ○安心して子どもを育てることが出来るまち 

などの意見が多い。 

 

これらのアンケートの結果から、今後の中郷地区の進むべき道は「豊かな自然

を大切にし、地区民が安心して暮らせる安全でみんなでささえあう思いやり豊かなま

ちづくり」ということに集約されると思います。 

 

 そして、地区の活性化のために今後優先すべき取り組み事項の設問についての

回答からみれば 

   ○小学校跡地の有効活用のための整備と活動組織の設立 

   ○防犯灯などの安全施設の整備 

   ○防犯、防災などについて住民が支え合う組織づくり 

   ○公共交通機関の充実 

   ○地域の特色づくりのための美観や景観づくり 

 

など、健康で安心、安全な生活を送るための身近な環境の整備を優先して取り組

んでいかなければなりません。 
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３ 地域づくりの方向 

 

住民アンケートをもとに、中郷地区の皆さんが自らの手で、中郷地区の美し

い自然や資源を大切にし、みんなでささえあい、思いやり豊かで安全なまちづくりを

進め、住んでいて良かった、住み続けたいと思えるようなまちづくりを目指し、

次の事項について地区公民館と連携をはかりながら地域の総力を持って順次取り組

みます。 

 

 

１） 環境について 

 

 中郷地区の中心を平行して縦断している勝部川と県道川上青谷線の良好な維

持管理は、中郷地区の環境づくりの上で大きなポイントとなるのでその適正な

管理について行政に要請していきます。特に平成６年頃に建設された勝部川栄

橋付近の河川敷の公園の復活が出来れば地区民が自然に親しむ上で、すばらし

い施設になると思われます。 

その他地区民の協力によって以下の事項の取り組みを進めることとします。 

 

ア 吉川から、城山、亀尻へと続く見事な桜並木、栄町のあじさいなどの維持管理 

 

イ 県道、市道ののり面などを利用したフラワーロード作り（菜の花、コスモスなど） 

 

ウ 城山公園の整備充実に努め、地域の憩いの場づくりを目指す（草刈り、花木の

植栽、見晴らしの改善など） 

 

エ 地区民の環境に対する認識の高揚のために地区内の清掃日の設定など、地区

内の一斉作業などについて検討する 
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２） 福祉・健康について 

 

 止まるところを知らない少子高齢化の進行する中で高年齢世帯、独居世帯は

必然的に増加しており、孤独死が大きな社会問題となっている昨今、中郷地区

でも近い将来浮上しかねない課題であり、今からその対応に取り組んでいくべ

きであります。そしてこの対策こそは人海戦術が最も有効であると思われるの

で、平時から部落内、地域内の世代を越えた活発な交流事業促進のための組織

づくりを進めることとします。 

 また、「元気で長生き死ぬまで元気」といわれるように、生きていく上で健康

こそが一番大切であることは、万民が痛感するところであります。 

 しかし、昨今の車社会の急激な進行は運動不足を招き、体力の低下は若年層

にまで及んでいます。そして、運動不足は地方に住むものほど多いといわれて

います。 

 健康づくりに適した自然環境の中で全地区民が誘い合い、声を掛け合いなが

らウォーキングを生活の一部とするようなウォーキングのまちづくりを進める

など、お互いにささえあい、いつまでも元気で安心して暮らすことの出来るま

ちを目指すため、以下の事項に取り組んでいくこととします。 

 

ア 部落公民館の一層の活用促進（いきいきサロンの開設、しゃんしゃん体操の普
及など） 

 
イ 老人会、体育会、健康づくり推進員会、保護者会、子ども会、民生委員などとの連携 

 
ウ 熟年者の知識、技術などの人材資源を活用した世代間交流を進める仕組みづ
くり 

 
エ ウォーキングコースの整備とみんなが取り組み易い環境づくり 

 

３） 防犯、防災、生活基盤について 

  

産業構造、雇用形態の変化や、車社会の進行などとともに昼間人口が減少し

て、地域の様態、生活基盤も変容してきました。そして、鳥取市との合併、小

学校の閉校などによって行政も徐々に地域から遠い存在となっていく中で、交

通事故や詐欺などの犯罪、不審者の出現などが段々と身近かに迫り、一面にお

いて住みにくい環境になってきたといえます。 

 そんな中で「自分達のまちは自分達の手で」の精神のもとに安心、安全で住

み良い中郷づくりを目指し、以下の事項に取り組むこととします。 
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ア 防犯・防災組織の確立と啓発活動の推進 
 
イ 緊急時の体制づくりと平時の啓発活動 

各部落における高年齢者の把握、避難場所の設定など 

 

ウ 防犯灯の点検整備 
 

エ 交通安全講習、自転車教室（子ども、高年齢者） 

 

オ 路線バス維持対策（利用者の拡大） 

年々高齢化社会が進行する中で路線バスの確保は今後の大きな課題の１ 

つであり、地域全体での協力体制が必要です。 

 

カ 地産地消の仕組みづくり（農林業の活性化、安心・安全な食材確保、高年齢 

者の生きがい対策など） 

 

４） 地域文化・地域活動について 

  

地域の小学校という活動のよりどころを失った中郷地区にとって一番重要な

ことは、地域の核、地域の拠点を充実していくことです。 

 そこで、地区公民館と小学校跡地のグラウンド、体育館、中庭について、地

域の皆さんの協力を得て良好な維持管理に努め、地区民の集いの場所として、

憩いの場所としていかなければなりません。そのためにまず、皆さんに気楽に

楽しんで集まっていただける仕組みづくり、雰囲気づくりを進めていきます。 

 あわせて、中郷人として、地域に誇りを持ち、いつまでも住んでいたい、住

んでいて良かったといった地域への愛着心を育て、進学、就職などで一時地域

を離れた人達も、また帰ってきたいと思っていただけるようなふるさとづくり

のために以下のような取り組みを進めます。 

 

ア 拠点施設の重要性についての認識と維持管理体制の確立 
 
イ 部落公民館、子ども会、保護者会、老人会などの活動促進 

 
ウ 拠点施設の利用拡大と利用組織の充実 

 
エ 誇れる資源や偉人の掘り起しとその啓発と活用 

 
オ 先人が築いた伝統ある地域活動、行事、技術や昔話などの復活、継承など 
 
カ 旧中郷小学校グラウンドの芝生化 

 
 

6 



５） 特色ある中郷づくりについて 

  

住んでいて良かった、いつまでも住んでいたい、帰ってきたいふるさとであ

るためには、地域の特色や自慢できるものが必要です。そのため、地域の特色

や特産を作っていくことが大切です。 

 

ア 絹見、引地のびわは県内唯一の特産品であり、これの生産が継続されることに

期待を込めて、他部落でのびわの木の植栽、びわの木を活用し、果実の消費はも

とより、茶、ジャム、陶芸、染色、染織などの拡大に努め、「びわの里中郷」を目指し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 青谷町誌には、「川六の作品」について「『中興寺過去帳』によると明治維新直

前の元治２年（１８６５年）１２月１１日に没している鑿巌良巧信士こと川積の六良兵

衛は、当時かなり有名な石工であったらしい。通称を六助と称し川積の六助を略

して、「川六」のサインのある名遺作が町内をはじめ、東は鷲峰、八束水、西は泊、

東郷まで多くの作品が残されている。」と記されており、これも中郷として他に自慢

できるものでありその活用も意義あるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

ウ その他地域の総力を挙げて特色づくりに取り組んでいきます。 
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４ 目指すまちづくりに向けて当面の取り組み 

 

１） 組織づくりについて 

 

 住民アンケートで集約した「豊かな自然を大切にし、地区民が安心して暮らせる

安全でみんなでささえあう思いやり豊かなまちづくり」を進めていくため、「３ 地域

づくりの方向」で示した事項について、中郷地区まちづくり協議会に専門部会を

設置し、それぞれの専門部会で具体的な計画案を作成します。専門部会で立案され

た計画案は役員会の承認を得て総会に提案し実施に移されます。 

 今後の取り組むべき計画について、地域住民の幅広い意見を取り入れるため、

総会構成員、専門部会の編成について役員会、総会で協議し実状に促した対応

を図っていきます。 

 

専門部会 

○総務部会（広報、環境、生活基盤、防犯、防災） 

○地域文化部会（地域文化、地域活動、生涯学習、特色、特産） 

○福祉・健康部会（福祉、健康） 

 

２） 具体的な取り組みについて 

 

① 中郷を語る会（２月下旬） 

 地区民有志が一同に会し、有識者の話を 

聞きながら地域の現状についての認識や活 

性化対策について議論を深めていきます。 

 

② 中郷地区敬老会（６月上旬） 

 地区の７５歳以上の方をお招きし、地区内の有志による演芸などを鑑賞して

いただくとともに地区内の人達との交流を深める中で人材資源の掘り起こしに

も努めていきます。 
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③ 中郷地区大運動会（９月下旬） 

 多くの皆さんのご尽力によって、小学校閉校後も保育園児から高年齢者まで

一同に集い、地区民挙げての大事業として定着してきました。老若男女が個人

競技に団体演技に楽しく交流を深めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 中郷まつり（１１月上旬） 

 展示部、演芸部、バザー部の３部門で構成し、部落内での、また公民館活動

の中での活動の成果を発表し合う舞台として、また今後の活動の足掛かりを得

る場として、あるいは味自慢、腕自慢をみんなに披露し親交を深め合う場とし

て取り組んでいきます。 
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⑤ その他（特色ある地域づくり、世代間交流、地域文化などの継承） 

 地域の有志の協力のもとに小学生、中学生、地域の皆さんが集まって心の交

流、地域文化の継承のために以下の行事に取り組んでいきます。 

 

○鯉のぼりの掲揚とグラウンドゴルフ交流会 

 

 

 

 

 

 

 

○鯉のぼりの収納と城山公園の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ちまきづくり交流会 

 

 

 

 

 

 

○竹細工体験とそうめん流し 
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○新春こどもお茶席 

 

 

 

 

 

○フラワーロードづくり  など 

 

⑥ 拠点施設の整備 

 地区公民館、駐車場、公民館進入路の改良、グラウンドの芝生化、中庭と庭

園、体育館、体育館周辺について、地区民の協力により整備し、その利用、活

用の拡大に努めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 自主防犯、防災組織の確立と啓発活動の推進 

生活環境が年々複雑化していく中で、高齢者世帯・独居世帯が増加し、防犯・

防災についての認識が低下している現状をふまえ、お互いにささえあう仕組み

づくりに取り組んでいきます。 

 

⑧ 広報活動の充実 

急速な高度情報化の進行に配慮しながら、地区のみなさんの立場に立ち、親

切で幅広い広報活動を推進していきます。 

 

３） まちづくり計画の反省と新たな対応 

 

 まちづくり計画は必要により逐次評価、反省をしながら役員会、総会で議論を深め、

実状を踏まえて適宜対応していきます。 
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     中郷地区まちづくり協議会 

事務局：鳥取市立中郷地区公民館 

    〒689-0522 鳥取県鳥取市青谷町亀尻３３２－２ 

TEL 0857-85-0219・FAX 0857-85-0240 

Email cc－chugo@city.tottori.tottori.jp 

             

 

 

 

びわジャム 

びわの葉茶と 

びわ釉のびわ型湯のみ茶碗 

絹見・引地特産 びわ 

mailto:cc－chugo@city.tottori.tottori.jp

